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第2期総括

令和4年度

今後の予定

●出水期前の協議会・幹事会開催

●継続したフォローアップ

●先進事例の共有、マッチングによる自治体等の取組推進

第2期
令和3年度～令和7年度(予定）

第1期
平成28年度～

令和2年度

＜第1期総括と今後の取組方針＞

①構成員追加による規約の改定
②第1期（平成28年度～令和2度）
の取組の総括

③取組方針の改定

今後の予定 資料５
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水資源機構利根導水総合事業所

取組：51+6＝57の取組
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R４

第8回
協議会

5月

①平成27年9月

関東・東北豪雨



利根川上流域大規模氾濫に関する減災対策協議会概要

■ 経緯・目標 ■実施する主な取組（全57取組）

平成27年9月関東・東北豪雨 鬼怒川氾濫の様子

◆水防災意識社会再構築ビジョンとは？

○ 平成27年9月関東・東北豪雨では、逃げ遅れによる

多数の死者や甚大な経済損失が発生しました。

○ 全国各地で頻発・激甚化する豪雨に対応するため、

「施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するも

の」と意識を変革し、社会全体で洪水に備えるため、

｢水防災意識社会再構築ビジョン｣を策定しました。

◆利根川上流域大規模氾濫に関する減災対策協議会（平成28年5月設立）について

目標「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の最小化」

河川管理者、気象台、市区町、水防管理者を構成員として、「河川管理者が実施する堤防整備等の洪

水を河川内で安全に流すハード対策」に加え、以下のソフト対策の取組を実施します。

減災のための目標達成に向けた３本柱の取組

１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

２．洪水氾濫における被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

３．一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動の取組

◆主な取組方針 ハード対策（10取組）

Ａ）洪水を河川内で安全に流す対策 1取組

Ｂ）危機管理型ハード対策 1取組

Ｃ）避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整
備

8取組

◆主な取組方針 ソフト対策（47取組）

① 逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

Ｄ）住民等の避難行動につながるわかりやすいリスク情報の
周知

4取組

Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善 8取組

Ｆ）企業防災等に関する事項 2取組

Ｇ）広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等 4取組

Ｈ）避難指示の発令に着目したタイムラインの作成 3取組

Ｉ）防災教育や防災知識の普及 7取組

② 洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の
取組

Ｊ）より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化 11取組

③ 一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための
排水活動等の取組

Ｋ）氾濫水の早期排水のための効果的な施設運用 1取組

Ｌ）緊急排水作業準備計画（案）の作成及び排水訓練
の実施

2取組

Ｍ）BCP（業務継続計画）に関する事項 2取組

Ｎ）生活再建及び社会経済活動の回復のための民間力の
活用

1取組

Ｏ）水防災社会再構築に係る地方公共団体への財政的
支援

1取組

Ｐ）適切な土地利用の促進 1取組
利根川上流域大規模氾濫に関する減災対策協議会のあゆみ
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◆取組方針の改定のポイント

１. 取組方針の「達成すべき目標」および「目標を達成するための3本柱の取組」は第
1期の取組方針を継承

２. ハード対策とソフト対策を一体的・計画的に推進する57の取組を継続

３. 目標期間は現計画と同様に5年（令和3年度～7年度）

４. ただし、取組は継続中のため、目標期間にメリハリをつける

５. その他、構成員の追加など時点修正

第７回減災対策協議会（令和３年5月26日開催（書面））概要

◆主な取組事例

低コストな水位計で、これまで水位計の無かった
河川や地先で、きめ細やかな水位把握を図ります。

Ｃ）危機管理型水位計の整備

河川管理者、水防団、沿川住民等が連携して
実際に堤防の共同点検を実施しています。

排水ポンプ車講習の実施

利根川上流域の関係機関が共同で排水作業準
備計（案）を作成します。また、氾濫水の早期
排水のための訓練等を実施しています。

Ｊ）水防団や地域住民、企業が参加する
共同点検の実施

Ｌ）緊急排水作業準備計画・排水訓練
の実施

堤防の共同点検の実施

災害時に自らの安全を確保できるように、
小学生向けの防災教育を実施しています。

Ｈ,Ⅰ）水防災に関する学習

マイ・タイムラインの作成

◆第2期取組方針・今後の予定◆第1期取組総括

第1期（平成28年度～令和2年度）では、ハード対策とソフト対策について57の取
組を実施し、「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」にむけ、確実に成果を上げる
ことができました。
ハード整備や情報伝達の取組が進む一方で、関係機関や民間企業との調整や連携
が必要なＢＣＰや広域避難計画の策定などでは、取組の進捗が比較的低いことがわ
かりました。

第2期（令和3年度以降）では、第1期に続き、避難を確実に実施するための対
策や避難時間の確保・経済被害軽減のための水防体制強化を中心に取組みを継続
します。
第1期の総括を踏まえ、（1）優先的に取組むべき取組、（2）質的な向上を図る
取組、（3）進捗率向上を目指す取組を選定し、メリハリある取組を行います。

参考

法的背景 継続性 進捗率
（▲実施中＋●実施済）／対象市町数

0～49％ 50～79％ 80～99％ 100％

法的義務あり AA 取組の
目標年が設定
されている

A 達成後は
点検へ移行 達成

B 達成後、
継続が必要 継続

努力義務、ま
たは関連事項
あり

A 達成後は
点検へ移行 達成

B 達成後、
継続が必要 継続

法的位置づけ
なし

A 達成後は
点検へ移行 達成

B 達成後、
継続が必要 継続

法
的
重
要
性

高

低

進捗度

高低

今後の
優先度
２

今後の
優先度
３

今後の
優先度
４

今後の
優先度
５

今後の
優先度
６

今後の
優先度
７

今後の
優先度
８

今後の
優先度
９

今後の
優先度
１０

今後の優先度１

（１）優先的に取り組む取組

（２）質的向上を図る取組（３）進捗率向上を目指す取組


